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市町村合併 / 地域⽣活交通 / 規制緩和 / 地⽅公共交通 / 補助制度 / 過疎地域

Research Abstract

本企画調査を⾏うことにより、⽇本国内の⼟⽊学会や交通⼯学研究会等に所属する交通計画・地域計画・交通政策論などを専⾨とする研究者が⼀堂に会して、「市町村合併後における地
域⽣活交通確保のための交通施策のあり⽅に関して議論するワークショップ」を開催することができた。特に、今回は⼟⽊学会の中の⼟⽊計画学研究⼩委員会(規制緩和後におけるバスサ
ービスに関する研究⼩委員会:代表者 喜多秀⾏ ⿃取⼤学教授)とも連帯しながら、全国シンポジウムの開催、個別ワークショップの開催、研究課題整理のための研究会(研究分科会)を⽴ち
上げることができた。 
具体的には、⼟⽊学会の全国⼤会(平成17年9⽉)や⼟⽊計画学研究発表会(平成17年12⽉)、において、研究準備会を⽴ち上げるとともに、それとは別に、2回の研究会「平成17年度科学
研究費基盤研究C(企画調査)研究会(第1回⾦沢ワークショップ)(第2回⼭代ワークショップ)」を開催し、「市町村合併後における地域⽣活交通の抱える課題」、「規制緩和後における地⽅
公共交通のあり⽅」、「地域⽣活交通確保のための補助制度基準の決め⽅」など、さまざまな話題について、議論を⾏った。 
ワークショップでは、(1)国内外の地域内⽣活交通に関する既存研究のレビュー、(2)国内における市町村合併に関する既存研究のレビュー、(3)国内における市町村合併協議会における協
議内容の確認など、を⾏った。また、地⽅においてバス事業を展開しているバス事業者(経営者)との意⾒交換を⾏うとともに、市町村合併に伴う新たな課題の整理を⾏った。さらに、次
年度に開催予定の全国シンポジウム(全国ワークショップ)開催に向けた事前打ち合わせを⾏った。ただし、今回、いろいろな⾓度から調査を⾏い、さまざまな観点で議論した結果、⼤規
模なシンポジウムを開催する前に、各地域でミニシンポジウム(ブレミニシンポジウム)を開催した⽅が、「市町村合併後における地域⽣活交通確保のための交通施策のあり⽅」を議論す
るうえで、効果的であろう、との意⾒が出され、今後さらに検討することになった。
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2006[Journal Article] 来街⼿段と中⼼市街地での主要トリップ⽬的を考慮した活動拠点選択特性分析 
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2006[Journal Article] 地域公共交通の運営⽅式に関する適材適所の検討 
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2005[Journal Article] グループに着⽬した朝市来訪者の⾏動特性と環境影響 

2005[Journal Article] 交通ペネトレーションによる地域モビリティ向上効果の計測 
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2005[Journal Article] 地域交通政策における課題と今後の展望 
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